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技術の特長

小片試料の熱膨張率を測定いたします。

微小サンプルの高精度熱膨張率測定

Cat.No 3D6J-008-00-250528

通常、熱膨張率測定に必要なサンプル形状は、最低でも□5mm以上の平板が必要となりますが、製品に付着した異物・薄
膜等、まとまった形状のサンプルが採取できない場合があります。当社では、レーザー干渉法式熱膨張率測定装置を用い、
□1mm以下の微量・小片サンプルを用いて熱膨張率を測定できます。

表1 微量サンプルの熱膨張率測定結果

測定原理

測定事例に示すような小片あるいは平面ではない形状のサンプルであっても、ナノメートルオーダーの変位検出能を有す
るレーザー干渉法であれば、有意な熱膨張率を測定できます。

隙間に試料を挟み込んで保持
する治具
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測定事例
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微量サンプルの測定事例

図1に示す微量サンプルであって
も、文献値に近い測定値が得られ
ました。まとまったサイズが得られ
ない、あるいはゆがんだ形状のサ
ンプルでも、有意な熱膨張率を取
得できます。

樹脂 小片の測定値 文献値

PC 5.9～6.0×10-5 /℃ 6.8～7.0×10-5 /℃

PET 4.8～8.7×10-5 /℃ 6.5×10-5 /℃

はんだ合金 2.1～3.6×10-5 /℃ 2.2～2.5×10-5/℃

図1 微量サンプルの測定イメージ


